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ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
拡
大
を
通
じ
て
、
国
民
医
療
費
の
抑
制
へ
の
貢
献
や
健
康
寿
命
を
平
均
寿
命
に
限
り
な
く
近
づ
け
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
を
構
築
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

「
日
本
再
興
戦
略
2
0
1
6
」
や
「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」
に
お
い
て
も
、
新
し
い
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
の
開
発
・
普
及
や
職
域
に
お
け
る
身
近
な
運

動
等
を
推
奨
す
る
こ
と
に
よ
り
、
取
り
組
み
や
す
い
健
康
増
進
活
動
を
普
及
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
人
口
拡
大
に
向
け
た
官
民
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
新

規
）

2
9
年
度
概
算
要
求
額
：
1
5
8
,5
7
0
千
円

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
健
康
増
進
活
動
に
取
り
組
む
人
口
の
拡
大

全
体
で
は
4
0
.4
%
に
留
ま
っ
て
い
る
。

特
に
2
0
代
、
3
0
代
で
は
3
0
%
未
満
。

40
.4

%
29

.7
%

29
.6

% 37
.7

%
36

.8
% 50

.2
%

46
.4

%

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

全
体

2
0
代

3
0
代

4
0
代

5
0
代

6
0
代

7
0
代
～

●
週
1
回
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率

●
未
実
施
者
（
週
1
回
未
満
）
の
内
訳

ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
が
週
1
回
未
満
の
成
人
の
う
ち

6
3
.6
%
が
月
に
1
回
未
満
の
ス
ポ
ー
ツ
実
施
。

35
.4

%
15

.3
%

10
.4

%
37

.9
%

1.
0%

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%
月
に

1日
～

3日
3か
月
に

1日
～

2日
年
に

1日
～

3日
実
施
し
て
い
な
い

未
回
答

6
3
.6
%

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
向
け
国
民
運
動
（
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
習
慣
づ
く
り
）

忙
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
で
も
気
軽
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
、
官
民
で
連
携
し

て
通
勤
時
間
や
勤
務
時
間
に
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
習
慣
づ
く
り
を
行
う
。

新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
の
開
発
・
普
及

1
0
0
,0
0
0

2
0
0
,0
0
0

3
0
0
,0
0
0

4
0
0
,0
0
0

（
億
円
）

平
成
5
年
度

2
4
兆
3
,6
3
1
億
円

平
成
1
0
年
度

2
9
兆
5
,8
2
3
億
円

平
成
1
5
年
度

3
1
兆
5
,3
7
5
億
円

平
成
2
0
年
度

3
4
兆
8
,0
8
4
億
円

平
成
2
5
年
度

4
0
兆
6
1
0
億
円

昭
和
6
3
年
度

1
8
兆
7
,5
5
4
億
円

●
国
民
医
療
費
の
推
移

増
加
傾
向
に
あ
り
、
平
成
2
5
年
度
に
は

約
4
0
.1
兆
円
と
な
っ
て
い
る
。

背 景 現 状

（
出
典
）
内
閣
府
「
東
京
ｵﾘ
ﾝﾋ
ﾟｯ
ｸ・
ﾊﾟ
ﾗﾘ
ﾝﾋ
ﾟｯ
ｸに
関
す
る
世
論
調
査
」
（
平
成
2
7
年
度
）

に
基
づ
く
文
部
科
学
省
推
計

（
出
典
）
内
閣
府
「
東
京
ｵﾘ
ﾝﾋ
ﾟｯ
ｸ・
ﾊﾟ
ﾗﾘ
ﾝﾋ
ﾟｯ
ｸに
関
す
る
世
論
調
査
」
（
平
成
2
7
年
度
）

に
基
づ
き
作
成

（
出
典
）
厚
生
労
働
省
「
平
成
2
5
年
度
国
民
医
療
費
の
概
況
」
に
基
づ
き
作
成

最
先
端
の
技
術
や
ク
リ
エ
ー
タ
ー
等
を
活
用
し
、
個
人
の
行
動
変
容
を
促
す
新

た
な
ス
ポ
ー
ツ
の
ス
タ
イ
ル
等
を
開
発
・
普
及
す
る
。

●
官
民
連
携
に
よ
る
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
創
出

●
好
循
環
の
創
出
に
向
け
た
エ
ビ
デ
ン
ス
調
査

•
官
民
連
携
に
よ
る
推
進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
設
置

•
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
創
出

（
取
組
イ
メ
ー
ジ
）

-
国
民
運
動
の
目
標
値
、
業
種
・
職
種
・
性
別
ご
と
の
行
動
メ
ニ
ュ
ー
・

指
標
の
検
討
・
設
定

-
表
彰
制
度
の
創
設

-
官
民
連
携
に
よ
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
展
開
等

•
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
自
走
・
拡
大
に
必
要
な
実
証
デ
ー
タ
の
収
集
・
分
析

•
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
よ
る
経
済
効
果
調
査

●
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
の
開
発
・
普
及
事
業

●
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
事
業

•
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
調
査
（
生
活
者
実
態
調
査
、
成
功
事
例
収
集
等
）

•
ア
イ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
・
ハ
ッ
カ
ソ
ン
の
開
催
（
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
の
形
や
作
り
方
、

楽
し
み
方
を
議
論
し
、
具
体
化
す
る
場
を
提
供
）

•
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
普
及
ラ
ボ
の
整
備
（
マ
ッ
チ
ン
グ
の
仕
組
み
づ
く
り
）

•
個
人
へ
の
普
及
を
促
進
す
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開

•
事
業
者
へ
の
普
及
を
促
進
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
整
備

＜
取
組
例
の
イ
メ
ー
ジ
＞

登
庁
時
に
1
3
階
執
務
室
ま
で

階
段
を
登
る
ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官
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多
くの
国
民
に
対
して
、ス
ポ
ー
ツを
通
じた
健
康
増
進
を推
進
す
る
た
め
に
は
、

地
域
に
お
い
て
ス
ポ
ー
ツに
関
す
る
行
動
と健
康
に
関
す
る
行
動
に
効
率
的
に
アク

セ
ス
す
る
こと
が
で
きる
環
境
の
整
備
を行
う必
要
が
あ
る
。

運
動
・ス
ポ
ー
ツに
無
関
心
な
層
も
含
め
、多
くの
住
民
が
運
動
・ス
ポ
ー
ツに
興

味
・関
心
を持
ち
、そ
の
習
慣
化
を図
る
た
め
、ス
ポ
ー
ツ部
局
や
健
康
福
祉
部
局

等
と域
内
の
関
係
団
体
が
一
体
とな
って
行
う、
ス
ポ
ー
ツを
通
じた
健
康
増
進
に

関
す
る
取
組
を支
援
す
る
。こ
の
こと
を通
じて
、多
くの
地
域
住
民
の
ス
ポ
ー
ツへ
の

参
画
を促
進
し、
健
康
で
活
力
あ
る
長
寿
社
会
の
実
現
を目
指
す
。

ス
ポ
ー
ツに
よ
る
地
域
活
性
化
推
進
事
業 運
動
・ス
ポ
ー
ツ
習
慣
化
促
進
事
業

事
業
趣
旨
・目
的

実
施
イ
メ
ー
ジ

取 組
運
動
・ス
ポ
ー
ツ
へ
の
興
味
・関
心
を
継
続
さ
せ
る
取
組

（
新

規
）

2
9
年
度
概
算
要
求
額

1
0
0
,0
0
0
千
円

国
地
方
公
共
団
体

補
助
事
業
（
定
額
）

事
業
内
容

地
方
自
治
体
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツを
通
じた
健
康
増
進
に
関
す
る
施
策
を持
続

可
能
な
取
組
とす
る
た
め
、域
内
の
体
制
整
備
及
び
運
動
・ス
ポ
ー
ツへ
の
興
味
・

関
心
を持
ち
、習
慣
化
に
つ
な
が
る
取
組
を支
援
す
る
。

具
体
的
に
は
、地
域
の
実
情
に
応
じ、
ス
ポ
ー
ツを
通
じた
健
康
増
進
に
資
す
る

以
下
の
取
組
を支
援
す
る
。

（
１
）
体
制
整
備

行
政
内
（
ス
ポ
ー
ツ部
局
、健
康
福
祉
部
局
等
）
、民
間
企
業
、ス

ポ
ー
ツ団
体
、健
康
関
連
団
体
等
か
ら構
成
す
る
実
行
委
員
会
の
開
催
。

（
２
）
運
動
・ス
ポ
ー
ツへ
の
興
味
・関
心
を継
続
させ
る
取
組

ス
ポ
ー
ツ無
関
心
層
や
ス
ポ
ー
ツ実
施
率
の
低
い
女
性
も
含
め
た
多
くの
国

民
に
対
した
、運
動
・ス
ポ
ー
ツへ
の
参
画
機
会
の
提
供
。

体 制 整 備

【
現
状
】

•ス
ポ
ー
ツ
部
局
と
健
康
福
祉
部

局
は
、
各
々
で
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ

活
動
を
実
施
。

•ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
健
康
増
進
に

関
す
る
取
組
は
緒
に
つ
い
た
ば

か
り
。

地
域
に
お
い
て
持
続
可
能
な

○
効
率
的
・効
果
的
に
取
組
を
実
施
す
る
体
制
の
整
備

○
事
業
の
評
価
・検
証
体
制
の
整
備

ス
ポ
ー
ツ部
局

健
康
福
祉
部
局

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
・
体
操
教
室
等
を
各
々
実
施

地
域
住
民

等

健
康
福
祉
部
局

実
行
委
員
会
（
イメ
ー
ジ
）

連
携

総
合
型
クラ
ブ

ス
ポ
ー
ツ推
進
委
員

健
康
関
連
団
体
商
工
会
議
所

ス
ポ
ー
ツ部
局

民
間
企
業

産
業
部
局

首
長
直
轄
部
局

成
人
の
週
１
回
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ実
施
率
は
40
.4
%
、週
３
回
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ実
施
率
は
19
.6
%
。(
H2
7年
度
内
閣
府
世
論
調
査
）

運
動
・ス
ポ
ー
ツを
年
１
回
も
実
施
しな
か
った
人
の
割
合
は
22
.6
％
。(
H2
7年
度
内
閣
府
世
論
調
査
)

ス
ポ
ー
ツ参
画
人
口
の
拡
大
とス
ポ
ー
ツ未
実
施
者
ゼ
ロへ
向
け
た
取
組
の
推
進
。

運
動
・ス
ポ
ー
ツ無
関
心
層
に
対
す
る
効
率
的
・効
果
的
な
働
きか
け
や
運
動
・ス
ポ
ー
ツの
習
慣
化
を強
化
す
る
た
め
、行
政
内
（
首
長
直
轄
部
局
、ス
ポ
ー
ツ部
局
、

健
康
部
局
、産
業
部
局
等
）
は
も
とよ
り、
域
内
の
関
係
団
体
（
企
業
、ス
ポ
ー
ツ団
体
、健
康
関
連
団
体
等
）
を
巻
き込
ん
だ
、持
続
可
能
な
体
制
構
築
が
必
要
。

地
方
自
治
体
の
ス
ポ
ー
ツを
通
じた
健
康
増
進
に
係
る
多
様
な
取
組
事
例
の
収
集
・発
信
。

【現
状
】

【課
題
】

ス
ポ
ー
ツウ
エ
ル
ネ
ス
推
進
体
制
の
構
築

地
域
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子
ども
の
運
動
習
慣
ア
ップ
支
援
事
業

現 状 ・ 課 題 事 業 概 要

生
涯
に
わ
た
る
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツラ
イフ
の
実
現

放
課
後
子
ども
教
室

幼
稚
園
等

3歳
4歳

5歳
6歳

7歳
8歳

幼
稚
園
教
諭
等

プレ
イリ
ー
ダー

イン
ス
トラ
クタ
ー

(新
規
)

29
年
度
要
求
額
：
60
,0
00
千
円

目
的

日
常
的
に
運
動
・ス
ポ
ー
ツを
実
施
す
る
習
慣
を身
に
付
け
、多
様
な
体
の
動
きを
獲

得
す
べ
き年
代
の
子
供
に
対
し、
運
動
遊
び
プ
ログ
ラム
を通
じて
、楽
しみ
な
が
ら多

様
な
動
きを
身
に
付
け
る
こと
が
で
きる
機
会
を
提
供
す
る。
また
、そ
の
年
代
の
保
護

者
を中
心
に
、こ
の
時
期
に
多
様
な
運
動
を
す
る
こと
の
重
要
性
を啓
発
す
る
。

事
業

・運
動
遊
び
プロ
グ
ラム
を通
じて
、子
供
達
が
主
体
的
に
活
動
で
きる
よう
プレ
イリ
ー

ドで
きる
プ
レイ
リー
ダー
を養
成
す
る
。併
せ
て
、プ
レイ
リー
ダー
を養
成
で
きる
イン
ス

トラ
クタ
ー
を養
成
す
る
。

・放
課
後
子
ども
教
室
に
プレ
イリ
ー
ダー
を派
遣
して
、小
学
生
に
運
動
遊
び
プロ
グ

ラム
を提
供
し、
多
様
な
運
動
を身
に
付
け
る
とと
も
に
、体
を動
か
す
楽
しさ
を体
感

して
も
らう
こと
で
その
後
の
運
動
習
慣
の
向
上
をは
か
る
。同
様
に
イン
ス
トラ
クタ
ー
を

幼
稚
園
等
に
派
遣
し、
幼
稚
園
教
諭
等
とチ
ー
ム
テ
ィー
チ
ング
に
より
運
動
遊
び
プロ

グ
ラム
を提
供
す
る
。

・保
護
者
向
け
に
この
年
代
に
お
け
る
運
動
遊
び
の
重
要
性
を啓
発
す
る
。

※
放
課
後
子
ども
教
室
で
実
施
す
る
こと

で
、放
課
後
児
童
クラ
ブ
(学
童
クラ
ブ
)

所
属
の
子
供
も
含
め
て
、よ
り多
くの
子

供
達
に
機
会
を
提
供
す
る
こと
が
可
能
。

子
供
が
楽
しく
体
を動
か
して
遊
ぶ
こと
を通
して
、身
体
活
動
・運
動
の
質
と量
を
共
に
高
め
る
。

○
子
ども
の
体
力
に
つ
い
て
は
基
礎
的
運
動
能
力
が
依
然
とし
て
低
い
水
準
に
あ
り、
また
積
極
的
に
ス
ポ
ー
ツを
す

る
子
供
とそ
うで
な
い
子
供
の
二
極
化
が
顕
著
に
認
め
られ
て
い
る
。

○
より
多
くの
子
ども
が
十
分
に
体
を動
か
して
、ス
ポ
ー
ツの
楽
しさ
や
意
義
・価
値
を実
感
す
る
こと
が
で
きる
環
境

の
整
備
が
求
め
られ
て
い
る
。

国

チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

養
成

養
成
・派
遣

養
成
・派
遣

・運
動
・ス
ポ
ー
ツが
「や
や
きら
い
・き
らい
」と
答
え
た
児
童
(1
0歳
)の
最
も
多
い
きっ
か
け
は
「小
学
校
入
学
前
か
ら体
を動
か
す
こと
が
苦
手
だ
った
か
ら(
男
子
50
%
,女
子
60
%
)」
。

・運
動
・ス
ポ
ー
ツ実
施
時
間
が
週
60
分
未
満
の
児
童
の
うち
、約
65
％
は
運
動
・ス
ポ
ー
ツが
「好
き・
や
や
好
き」
と答
え
、5
0%
以
上
が
「も
っと
した
い
」と
答
え
て
い
る
。
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≪
ク
ラ
ブ
設
立
の
効
果
≫

●
元
気
な
高
齢
者
が
増
え
た

●
地
域
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加
機
会
が
増
え
た

●
地
域
住
民
間
の
交
流
が
活
性
化
し
た

●
世
代
を
超
え
た
交
流
が
生
ま
れ
た

等

≪
ク
ラ
ブ
設
立
の
効
果
≫

●
元
気
な
高
齢
者
が
増
え
た

●
地
域
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加
機
会
が
増
え
た

●
地
域
住
民
間
の
交
流
が
活
性
化
し
た

●
世
代
を
超
え
た
交
流
が
生
ま
れ
た

等

定
期
活
動

・
ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
ス
ク
ー
ル

・
サ
ー
ク
ル
活
動

（
文
化
的
活
動
含
む
）
等

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

連
携
・
交
流
事
業

・
会
員
の
世
代
間
の
交
流
を
図
る
行
事
や
イ
ベ
ン
ト

・
ク
ラ
ブ
指
導
者
の
派
遣
に
よ
る
学
校
の
授
業
・
部
活
動
へ
の
支
援

・
地
域
住
民
全
体
を
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
等

不
定
期
活
動

・
医
師
に
よ
る
健
康
相
談

・
指
導
者
講
習
会

・
ス
タ
ッ
フ
研
修
会
等

－
多
種
多
様
な
事
業
の
展
開
－

会
員
の
交
流
拠
点
と

な
る
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

学
校
施
設
・
廃
校
施
設
等
を
定
期
的
・
継
続
的

な
拠
点
と
し
て
利
用

「
総
合
型
」
＝
３
つ
の
多
様
性

多
種
目
・
多
世
代
・
多
志
向

ク
ラ
ブ
運
営
の
要
と
な
る

ク
ラ
ブ
マ
ネ
ジ
ャ
ー

●
自
分
の
や
り
た
い
種
目
に

●
複
数
の
種
目
に

●
自
分
が
楽
し
め
る
レ
ベ
ル
で

●
自
分
の
目
的
に
合
わ
せ
て

●
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で

●
親
子
で
、
家
族
で
、
仲
間
と

会 費 を 支 払 う （ 受 益 者 負 担 ）

多 種 目 多 世 代 多 志 向

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

会 員 と し て 活 動 へ の 参 加 ・
地
域
住
民
が
主
体
的
に
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
を
形
成
す
る
「
新
し
い
公
共
」
が
実
現

・
運
動
不
足
の
解
消
に
よ
る
過
剰
医
療
費
の
抑
制
に
寄
与

・
学
校
の
授
業
・
部
活
動
へ
の
支
援
を
通
じ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
へ
の
発
展
に
寄
与

地
域
住
民
の
自
主
的
・
主
体
的
な
運
営

地
域
住
民

ク
ラ
ブ
の
運
営
へ
の
参
画
（
ク
ラ
ブ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、

指
導
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
な
ど
）
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２
．

指
針

の
到

達
に
向
け
た
七
つ
の
「
評
価
指
標
」

１
．
持
続

可
能
な
推
進
に
向
け
た
取
組
の

「
指

針
」

○
総

合
型
ク
ラ
ブ
の

指
針

総
合
型
ク
ラ
ブ
が
継
続
的
・
安
定
的
に
活
動
す
る
た
め
に
必
要
な

要
因
・
条
件
を
明
示
し
、
今
後
の
指
針
と
し
て
取
り
ま
と
め
た
。

総
合
型
ク
ラ
ブ
が
安
定
的
に
持
続
可
能
な
活
動
を
行
う
に
当
た
っ

て
は
、
円
滑
に
機
能
す
る
「
組
織
体
制
」
に
よ
り
獲
得
し
た
「
各
種

資
源
」
を
効
率
的
に
活
用
し
、
最
大
限
の
「
成
果
」
を
創
出
す
る
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

○
行

政
支
援
の
指
針

総
合
型
ク
ラ
ブ
が
安
定
的
に
持
続
可
能
な
活
動
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
総
合

型
ク
ラ
ブ
の
取
組
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
事
項
が
あ
る
。

行
政
が
取
り
組
む
べ
き
事
項
に
つ
い
て
、
市
区
町
村
及
び
都
道
府
県
の
二
つ
の

観
点
で
整
理
し
た
。

総
合
型
ク

ラ
ブ
の
設
立
効
果

ス
ポ
ー

ツ
環

境
の

充
実
・

活
性

化

個
人
に

と
っ

て
の

効
果
・

影
響

社
会
に

と
っ

て
の

効
果

・
影

響

○
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
機
会
の
提
供

○
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
有
効
活
用

○
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
醸
成

○
他
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
の
連
携
・
協
働

○
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
の
競
技
力
向
上

○
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
の
向
上

○
地
域
交
流
の
促
進

○
健
康
づ
く
り

○
生
き
が
い
づ
く
り
・
居
場
所
づ
く
り

○
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
社
会
関
係
資
本
）
の
醸
成

○
教
育
的
効
果

○
経
済
的
効
果

○
行
政
機
能
の
補
完

今
後

の
課
題

資
源
の

獲
得

組
織
体

制
の

整
備

多
様
な

事
業

の
実
施

○
活
動
基
盤
の
整
備

（
人
的
・
物
的
・
財
務
的
資
源
の
確
保
）

○
連
携
体
制
の
確
立
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
資
源
の
確
保
）

○
理
念
の
共
有

○
会
員
の
自
発
的
参
画

○
計
画
的
な
運
営
・
活
動

○
地
域
住
民
と
の
関
係

○
多
世
代
化
・
多
志
向
化

○
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
み
な
ら
ず
、
文
化
種
目
を
包
含
し
た

活
動

背
景
・
目
的

総
合
型
クラ
ブ育
成
が
開
始
され
て
約
20
年
が
経
過
した
。現
在
、全
国
で
活
動
して
い
る
総
合
型
クラ
ブは
3,
50
0を
超
え
る
。総
合
型
クラ
ブ
は
、地
域
住
民
が
主
体
的
に
参
画
し、
自
発
的
な

活
動
を行
う特
徴
を有
して
お
り、
地
域
コミ
ュニ
テ
ィの
核
とな
る
こと
が
期
待
され
て
い
る
。し
か
しな
が
ら、
い
ま
だ
組
織
体
制
や
財
務
基
盤
の
ぜ
い
弱
な
総
合
型
クラ
ブ
が
多
い
な
ど諸
課
題
が
あ
る
。

総
合
型
クラ
ブを
取
り巻
く現
状
をみ
る
と、
今
後
、総
合
型
クラ
ブ
は
、「
質
的
な
充
実
」も
重
視
す
る
とと
も
に
、持
続
可
能
な
「社
会
的
な
仕
組
み
」と
して
定
着
させ
る
取
組
が
必
要
で
あ
る
。

本
事
業
は
、各
種
調
査
を実
施
し、
総
合
型
クラ
ブ
が
継
続
的
・安
定
的
に
活
動
す
る
た
め
に
必
要
な
要
因
・条
件
を
明
示
し、
今
後
の
「指
針
」を
取
りま
とめ
、現
状
を
把
握
し、
改
善
す
る
た
め

の
点
検
・評
価
に
用
い
る
「評
価
指
標
」を
作
成
した
。

○
総

合
型

ク
ラ

ブ
の

評
価

指
標

定
期
的
な
自
己
点
検
・
評
価
に
よ
り
、
適
切
な
現
状
把
握
を
行
う
と
と
も
に
、
次
へ

の
ス
テ
ッ
プ
に
向
け
た
取
組
の
道
筋
と
な
る
指
標
を
設
定
。

基
盤
段
階

発
展
段
階

充
実
段
階

持
続
可
能
段
階

○
活

動
基

盤
の

整
備

○
連

携
体

制
の

確
立

○
理
念
の
共
有

○
自
発
的

(ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾀ
ﾘｰ
)
組
織
特
性

○
日
常
生
活
圏

○
事
業
の
多
様
性

○
ク
ラ
ブ
ラ
イ
フ
の
定
着

諸
資
源
の
獲

得
組
織
体
制
の
整
備

成
果
の
創
出

○
行

政
支

援
の

評
価

指
標

行
政
が
総
合
型
ク
ラ
ブ
の
存
在
意
義
・
役
割
に
対
す
る
認
識
を
高
め
、
支
援
の

内
容
や
範
囲
を
一
層
拡
充
し
た
理
想
的
な
取
組
を
推
進
す
る
た
め
、
「
指
針
」
で

示
し
た
「
市
区
町
村
」
及
び
「
都
道
府
県
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
策
定
。
(市
区
町

村
1
6
項
目
、
都
道
府
県
5
項
目
) 【
評
価
の
指
標
】

諸
資
源
の
獲
得

組
織

体
制

の
整

備
成

果
の
創
出

平
成

27
年

3月
現
在
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評
価
指
標
を
活
用
し
た
自
己
点
検
・
評
価

現
状
を
評
価
指
標
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ）
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
該
当

す
る
評
価
を
下
表
に
記
載
す
る
。
右
図
に
反
映
す
る

際
、
下
表
内
の
「
平
均
点
」
の
数
値
を
用
い
て
作
成

す
る
。

自
己
点
検
・
評
価
の
結
果
に
つ
い
て
、
下
記
の
よ
う
な
図
を
用

い
る
こ
と
に
よ
り
自
ら
の
長
所
・
短
所
を
具
体
的
に
把
握
し
、
可

視
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
指
針
の
到
達
に
向
け
た
取

組
事
項
が
明
ら
か
と
な
る
。

出
典
：
（
公
財
）日
本
体
育
協
会
「持
続
可
能
な
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
目
指
し
て
」

４
.0

3.
5

4.
0

3.
0

3.
5

3.
0

3.
5

3.
5

3.
5

3.
5

1.
5

2.
5

2.
0

2.
0

3.
0

1.
0

2.
0

2.
0

2.
0

4.
0

2.
0

3.
0

2.
5

4.
0

3.
5

4.
0

3.
0

3.
5

3.
0

4.
0

3.
5

3.
5

2.
5

3.
0
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◆
ス
ポ
ー
ツ
庁

・
健
康
ス
ポ
ー
ツ
課
長
、
参
事
官
（
地
域
振
興
担
当
）

◆
検
討
委
員
（
敬
称
略
）

・
る
も
い
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
ク
ラ
ブ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
伊
端

隆
康

・
日
本
体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
推
進
部
ク
ラ
ブ
育
成
課
長
加
藤
弘
和

・
都
農
e
n
jo
y
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
ク
ラ
ブ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
河
野

景
子

・
高
津
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
S
E
LF
副
理
事
長
菊
地

正
・
笹
川
ス
ポ
ー
ツ
財
団
主
任
研
究
員
澁
谷

茂
樹

・
ス
ポ
ー
ツ
健
康
産
業
団
体
連
合
会
事
業
委
員

高
﨑

尚
樹

・
早
稲
田
大
学
ス
ポ
ー
ツ
科
学
学
術
院
長
友
添
秀
則
（
座
長
）

・
大
阪
教
育
大
学
付
属
高
等
学
校
平
野
校
舎
教
諭
松
田

雅
彦
（
座
長
代
理
）

・
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
部
支
援
第
二
課
長
三
宅

正
隆

◆
そ
の
他
、
随
時
事
例
ヒ
ア
リ
ン
グ
対
象
を
招
聘

・
地
方
公
共
団
体
、
ク
ラ
ブ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
、
民
間
企
業

等

＜
総
合
型
ク
ラ
ブ
に
対
す
る
支
援
体
制
＞

・
各
都
道
府
県
の
実
状
に
応
じ
て
、
広
域
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
都
道
府
県
体
育
協
会
、
都

道
府
県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団
等
の
外
郭
団
体
、
ク
ラ
ブ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
の
様
々
な
公
的

組
織
・
団
体
等
が
総
合
型
ク
ラ
ブ
へ
の
支
援
に
携
わ
っ
て
い
る
。

・
総
合
型
ク
ラ
ブ
全
国
協
議
会
（
S
C
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
や
各
都
道
府
県
総
合
型
ク
ラ
ブ

連
絡
協
議
会
な
ど
の
ク
ラ
ブ
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
拠
点
ク
ラ
ブ
に
よ
る
取
組
な
ど
、
ク
ラ
ブ

同
士
で
支
援
す
る
取
組
も
生
ま
れ
て
い
る
。

・
こ
う
し
た
公
的
組
織
・
団
体
等
と
ク
ラ
ブ
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
役
割
分
担
や
連
携
体
制

に
つ
い
て
整
理
し
、
「
質
的
な
充
実
」
や
「
社
会
的
な
仕
組
み
」
と
し
て
の
定
着
に
重
点
を

置
い
た
効
果
的
な
支
援
体
制
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
会
議

◆
総
合
型
ク
ラ
ブ
に
関
す
る
現
状
分
析
・
今
後
の
方
向
性

－
総
合
型
ク
ラ
ブ
の
現
状
（
活
動
状
況
、
財
政
状
況
、
運
営
体
制
等
）

－
評
価
指
標
を
活
用
し
た
自
己
点
検
・
評
価
等
の
実
施
状
況

－
地
域
課
題
解
決
に
向
け
た
取
組
の
実
施
状
況
、
先
導
的
取
組
事
例

等

◆
今
後
の
具
体
的
な
方
策

－
財
政
的
な
自
立
を
含
め
た
「
質
的
な
充
実
」
に
向
け
た
方
策

－
持
続
可
能
な
「
社
会
的
な
仕
組
み
」
と
し
て
の
定
着
を
図
る
た
め
の
方
策

－
総
合
型
ク
ラ
ブ
以
外
の
組
織
・
団
体
等
と
の
連
携
方
策
等

◆
総
合
型
ク
ラ
ブ
の
組
織
体
制
の
在
り
方

－
S
C
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
各
都
道
府
県
総
合
型
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
の
組
織
体
制

－
総
合
型
ク
ラ
ブ
の
活
動
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
質
の
担
保
方
策

等

◆
総
合
型
ク
ラ
ブ
へ
の
支
援
の
在
り
方

－
「
質
的
な
充
実
」
や
「
社
会
的
な
仕
組
み
」
と
し
て
の
定
着
に
向
け
た
公
的
組
織
・

団
体
に
よ
る
支
援
の
在
り
方

－
広
域
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
都
道
府
県
体
育
協
会
、
ク
ラ
ブ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
都
道

府
県
総
合
型
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
、
拠
点
ク
ラ
ブ
の
役
割
分
担
等
の
在
り
方

等

【総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
会
議
】

「自
立
的
な
運
営
体
制
の
整
備
」や

「ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
課
題
解
決
の
取
組
」等

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
こ
れ
か
ら
の
総
合
型
ク
ラ
ブ
の
在
り
方
を
検
討
す
る
。

体
制
・メ
ン
バ
ー

３
～
４
回
程
度
開
催
。
取
組
事
例
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
交
え
な
が
ら
、
検
討
を
行
い
、
取
り

ま
と
め
た
内
容
を
ス
ポ
ー
ツ
審
議
会
へ
報
告
。
次
期
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
へ
反
映
。

・
７
月
1
5
日
：
第
１
回
検
討
会
（
検
討
課
題
等
の
確
認
、
意
見
交
換
等
）

・
８
月
1
7
日
：
第
２
回
検
討
会
（
事
例
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
意
見
交
換
）

・
９
月
8
日
：
第
３
回
検
討
会
（
意
見
交
換
、
意
見
の
整
理
）

・
９
月
下
旬
：
第
４
回
検
討
会
（
意
見
の
と
り
ま
と
め
）
⇒
ス
ポ
ー
ツ
審
議
会
へ

＜
総
合
型
ク
ラ
ブ
を
取
り
巻
く
状
況
＞

・
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
総
合
型
ク
ラ
ブ
）
は
、
平
成
7
年
に
育
成
が
開
始
さ
れ
、
平

成
2
7
年
7
月
ま
で
に
全
市
区
町
村
の
8
0
.8
%
に
3
,5
5
0
ク
ラ
ブ
が
育
成
さ
れ
た
が
、
近
年
、
創

設
ク
ラ
ブ
数
が
減
少
す
る
と
と
も
に
、
廃
止
・
統
合
等
に
至
る
ク
ラ
ブ
も
生
じ
て
い
る
。

・
総
合
型
ク
ラ
ブ
の
自
立
性
・
主
体
性
を
支
え
る
重
要
な
要
素
で
あ
る
自
己
財
源
の
確
保
に
つ

い
て
は
、
徐
々
に
改
善
が
図
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
自
己
財
源
率
が
５
０
％
以
下

の
ク
ラ
ブ
が
約
４
割
を
占
め
て
お
り
、
財
政
的
な
自
立
を
含
め
た
「
質
的
な
充
実
」
を
図
る
こ

と
※
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

・
総
合
型
ク
ラ
ブ
が
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
や
地
域
課
題
に
応
え
る
新
た
な
取
組
・
形
態
等
に
よ
り

充
実
・
発
展
し
、
持
続
可
能
な
「
社
会
的
な
仕
組
み
」
と
し
て
定
着
※
し
て
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

※
平
成
2
7
年
6
月
「
今
後
の
地
域
ス
ポ
ー
ツ
推
進
体
制
の
在
り
方
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」
に
よ
り
提
言
さ
れ
た
内
容

背
景
・課

題

進
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
予
定
）

検
討
項
目
（
案
）
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■
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
振
興
組
織
等
に
係
る
調
査

（
新
規
）

29
年
度
概
算
要
求
額
：
３
２
百
万
円

【地
域
に
お
け
る
社
会
背
景
】

・少
子
高
齢
化
社
会
や
人
口
減
少
、地
域
コミ
ュニ
テ
ィの
希
薄
化
等
が
進
む

中
で
多
様
な
地
域
課
題
が
生
じて
い
る
。

・特
に
人
口
減
少
は
、地
方
の
小
さな
自
治
体
ほ
どそ
の
傾
向
が
高
い
。

・地
域
に
お
い
て
は
、増
加
す
る
高
齢
者
に
対
す
る
健
康
増
進
施
策
や
コミ
ュ

ニテ
ィ育
成
施
策
が
進
め
られ
て
お
り、
一
方
で
人
口
減
少
を
ツー
リズ
ム
等

に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
りカ
バ
ー
す
る
こと
が
求
め
られ
て
い
る
。

・若
者
層
を
中
心
に
都
市
部
へ
の
流
出
が
続
い
て
お
り、
将
来
に
わ
た
り地
方

創
生
を
牽
引
で
き
る
専
門
人
材
が
不
足
して
い
る
。

【地
域
ス
ポ
ー
ツ
振
興
組
織
の
動
向
】

・ス
ポ
ー
ツコ
ミッ
シ
ョン
は
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、地
域
内
の
ス
ポ
ー
ツ

振
興
の
た
め
の
活
動
に
取
り組
む
団
体
は
少
な
い
。

・様
々
な
ス
ポ
ー
ツ関
連
組
織
が
あ
る
が
、多
くの
地
域
で
は
、シ
ナ
ジ
ー

が
発
揮
で
き
て
い
な
い
。

・一
方
で
、幅
広
い
事
業
を
一
元
的
に
展
開
し、
組
織
の
自
立
と地
域

ス
ポ
ー
ツ振
興
を
両
立
し、
雇
用
の
受
け
皿
とな
る
組
織
も
誕
生
して

い
る
。

・「
地
域
お
こし
協
力
隊
」を
、ス
ポ
ー
ツに
よ
る
地
域
活
性
化
に
活
用

しよ
うと
す
る
自
治
体
も
あ
る
。

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツク
ラブ
、ス
ポ
ー
ツコ
ミッ
シ
ョン
、体
育
協
会
、ス
ポ
ー
ツ少
年
団
な
ど、
地
域
に
は
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ関
連
組
織
が
あ
る
が
、多
くの
地
域
に
お
い
て
は
、そ
の
組
織
も

活
動
も
ター
ゲ
ット
も
異
な
り、
シ
ナ
ジ
ー
が
発
揮
で
きて
い
な
い
。一
方
で
、一
部
地
域
で
は
幅
広
い
事
業
を一
元
的
に
展
開
し、
組
織
の
自
立
と地
域
ス
ポ
ー
ツ振
興
を両
立
し、
雇
用

の
受
け
皿
とも
な
る
組
織
も
誕
生
して
い
る
。人
口
減
少
社
会
の
中
、地
域
の
ス
ポ
ー
ツ関
連
組
織
も
、こ
れ
まで
の
組
織
の
あ
りよ
うを
再
考
す
べ
き時
期
を迎
え
て
い
る
。

この
よう
な
観
点
か
ら、
全
国
及
び
海
外
か
ら優
れ
た
事
例
を
調
査
し、
これ
か
らの
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
担
う組
織
の
方
向
性
等
を
探
り、
報
告
書
を
とり
ま
とめ
る
とと

も
に
、必
要
な
施
策
を
検
討
す
る
。

①
地
域
ス
ポ
ー
ツ
を
支
え
る
組
織
に
関
す
る
調
査

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
た
め
に
継
続
性
・発
展
性
の
あ
る
活
動
が

可
能
な
組
織
の
在
り方
を
、先
進
事
例
か
ら
探
り、
必
要
な
施
策
を
検
討
す
る
。

優
良
な
地
域
ス
ポ
ー
ツコ
ミッ
シ
ョン
の
活
動
を調
査
し、
その
活
動
実
態
、組
織
運
営
の
ノウ
ハ
ウ等
を報
告
書
に
とり
まと
め
、新
た
に
発
足
す
る
全
国
の
地
域
ス
ポ
ー
ツコ
ミッ
シ
ョン
に
対

し、
そ
の
活
動
が
最
大
限
の
効
果
を創
出
で
きる
よう
情
報
提
供
を
行
う。

②
地
域
ス
ポ
ー
ツ
コミ
ッシ
ョン
活
動
実
態
調
査

【様
々
な
組
織
形
態
の
ス
ポ
ー
ツ
コミ
ッシ
ョン
】

●
広
く行
政
・民
間
が
連
携
す
る
組
織

●
自
治
体
の
中
で
活
動
す
る
組
織

●
周
辺
市
町
村
との
ハ
ブ
とな
る
広
域
対
応
型
組
織

●
Ｊ
リー
グ
クラ
ブ
と一
体
化
した
組
織

●
ス
ポ
ー
ツジ
ャン
ル
を
特
定
し推
進
す
る
組
織

●
イベ
ント
・大
会
等
の
実
行
委
員
会
が
基
盤
とな
った
組
織

【多
様
化
す
る
ス
ポ
ー
ツ
コミ
ッシ
ョン
の
活
動
】

●
ス
ポ
ー
ツイ
ベ
ント
・大
会
の
開
催

●
キ
ャン
プ
・合
宿
等
の
誘
致

●
ス
ポ
ー
ツツ
ー
リズ
ム
の
開
発

●
国
際
ス
ポ
ー
ツイ
ベ
ント
の
招
致

●
地
域
プ
ロス
ポ
ー
ツチ
ー
ム
を
活
か
した
取
組

●
地
域
住
民
の
意
識
・お
も
て
な
し力
の
向
上

●
地
域
内
の
ス
ポ
ー
ツ振
興
に
係
る
活
動

●
メデ
ィア
・旅
行
会
社
へ
の
プ
ロモ
ー
シ
ョン
活
動

全
国
に
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
とし
て

成
功
ポ
イ
ン
トな
どを
周
知
。

地
域
活
性
化
に
資
す
る

優
良
な
取
組
を
、全
国
で
創
出
。

×
調
査

・分
析

【地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
現
状
と課
題
】

・総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツク
ラブ
の
中
に
は
、地
方
公
共
団
体
や
地
域

の
多
様
な
主
体
と連
携
・協
働
し、
公
益
性
の
高
い
事
業
に
取
り

組
む
クラ
ブ
も
あ
る
が
、一
部
に
留
ま
って
い
る
。

・地
域
ス
ポ
ー
ツク
ラブ
は
、運
営
形
態
（
任
意
団
体
、
NP
O
法
人
、

公
益
法
人
等
）
等
が
多
様
で
あ
り、
地
方
公
共
団
体
が
連
携
・協

働
す
る
に
当
た
って
の
基
準
が
な
い
こと
が
、連
携
・協
働
関
係
の
構

築
を
阻
害
す
る
一
因
とな
って
い
る
。

持
続
的
な
連
携
・協
働
体
制
を
構
築
す
る
た
め
に
必
要
とな
る

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
評
価
制
度
や
登
録
・認
証
制
度
等
を
検
討
す
る
。
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（
１
）
経
緯

 

 
 
明
朗
・快
活
で
活
力
に
富
ん
だ
国
民
生
活
を
確
立
す
る
た
め
に
は
ス
ポ
ー
ツ
の
持
つ
役
割
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
地
方
の
体
育
指
導
組
織
を
確
立
し
、
そ
の
活

発
な
活
動
を
通
し
て
、
生
活
に
直
結
し
た
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
る
と
の
趣
旨
で
、
昭
和

3
2
年
に
事
務
次
官
通
達
に
基
づ
き
体
育
指
導
委
員
制
度
が
発
足
し
、
昭

和
3

6
年
に
成
立
し
た
「ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
」（
昭
和
３
６
年
法
律
第
１
４
１
号
）に
お
い
て
「体
育
指
導
委
員
」が
法
的
に
位
置
付
け
ら
れ
た
。

 

 
 
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
」（
平
成
２
３
年
法
律
第
７
８
号
）へ
の
改
正
に
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
で
規
定
さ
れ
て
い
た
体
育
指
導
委
員
は
、
こ
れ
ま
で
の
職
務
に
加

え
て
「ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
の
た
め
の
事
業
の
実
施
に
係
る
連
絡
調
整
」が
規
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
職
務
内
容
に
ふ
さ
わ
し
い
名
称
と
し
て
「
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
」が
採
用
さ
れ
た
。

 

 
（
２
）
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
役
割

 

 
市
町
村
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
た
め
の
実
技
の
指
導
そ
の
他
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
指
導
及
び
助
言
、
事
業
の
企
画
立
案
や
連
絡
調
整
、
地
域
住
民
や

 

行
政
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
の
間
を
円
滑
に
取
り
持
つ
等
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
中
核
的
な
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

 

（
３
）
現
状

 

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
数

 

  
5

0
,9

8
1
人
（男
性
：
3
5
,2

3
8
人
・女
性
：
1
5

,7
4
3
人
） ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
概
要

 

（
出
典
）
（
公
社
）
全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
連
合
Ｈ
Ｐ
「
平
成

2
8
年
度
都
道
府
県
別
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
数
」
 （
行
っ
て
い
る
と
回
答
し
た
市
町
村
の
割
合
）

 

7
2

.8
%

 

5
6

.7
%

 

3
2

.4
%

 

6
8

.8
%

 

1
1
.4

%
 

4
6

.2
%

 

1
2

.0
%

 

①
実
技
指
導

 

②
ス
ポ
ー
ツ
事
業
の
企
画
・
立
案
・
運
営
（
④
を
除
く
）
 

③
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
創
設
や
運
営
へ
の
参
画

 

④
住
民
の
健
康
増
進
や
体
力
の
向
上
を
目
的
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
事
業
の
企
画
・
立
案
・
運
営

 

⑤
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
促
進
に
関
す
る
取
組

 

⑥
市
区
町
村
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
全
般
に
わ
た
る
連
絡
調
整

 

⑦
そ
の
他

 0
%

2
0
%

4
0
%

6
0
%

8
0
%

◯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
が
行
っ
て
い
る
活
動

 

（
出
典
）
文
部
科
学
省
「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
係
る
取
組
に
関
す
る
調
査
」
（平
成

2
6
年
度
） 
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スポーツ施設等安全管理推進事業

（ 前年度予算額 4,794千円）

29年度要求額 10,276千円

１．目的・要旨

ライフステージに応じたスポーツ活動を推進するためには、国民の誰もが、それぞれ

の体力や年齢、技術、興味・目的に応じて、いつでも、どこでも、いつまでも安全にス

ポーツに親しむことができる環境を整備する必要がある。

そのため、スポーツ事故その他スポーツによって生じる外傷、障害等の防止及び軽減、

応急手当等の知識の普及・啓発等を図り、国民が安心してスポーツ活動を行うことがで

きる社会の実現に資する。

２．事業内容

（4,794千円）

（１）プール施設等安全管理講習会 4,794千円

プール、体育館、武道場など、子供をはじめ広く一般に利用されるスポーツ施設や

学校体育施設における事故を未然に防止するための施設・設備の点検や指導方法及び

事故を軽減するための応急手当（ＡＥＤの活用含む）等について、具体的な知識の普

及・啓発を図るため、施設の設置者である地方公共団体の担当者や施設管理者、学校

関係者等を対象とした講習会を都道府県教育委員会等と共催で実施する。

( 新 規 ）

（２）スポーツ事故防止講習会 5,452千円

過去のスポーツ事故事例及びその発生原因、スポーツ事故・外傷・障害を未然に防

止するための最新の医・科学的知見等について、具体的な知識の普及・啓発を図るた

め、スポーツ指導者や総合型地域スポーツクラブ関係者、スポーツイベントの主催者

等を対象とした講習会を都道府県教育委員会等と共催で実施する。

【実施方法】

支出委任
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ス
ポ
ー
ツ
医
・科
学
等
を
活
用
した
健
康
増
進
プ
ロ
ジ
ェク
ト

我
が
国
の
医
療
費
総
額
は
年
間
約
40
兆
円
に
達
す
る
中
、ス
ポ
ー
ツは
、国
民
医
療
費
を
抑
制
で
きる
可
能
性
も
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ庁
に
お
い
て
は
、「
心
身
の
健
康
の
保
持
増
進
に
資
す
る
ス
ポ
ー
ツ
の
機
会
の
確
保
」を
行
うこ
とと
して
お
り、
国
民
の
体
力

の
向
上
は
も
とよ
り、
ス
ポ
ー
ツを
通
じた
人
間
形
成
や
心
の
リフ
レッ
シ
ュを
含
め
、心
身
の
健
康
の
保
持
増
進
を図
る
こと
が
不
可
欠

で
あ
る
。

関
係
省
庁
と連
携
を図
りな
が
ら、
最
新
の
ス
ポ
ー
ツ医
・科
学
等
の
知
見
に
基
づ
き
、心
身
の
健
康
の
保
持
増
進
を図
る
た
め
の
運

動
・ス
ポ
ー
ツに
関
す
る
ガ
イド
ライ
ンの
策
定
及
び
ス
ポ
ー
ツ・
レク
リエ
ー
シ
ョン
を
活
用
した
効
果
的
な
プロ
グ
ラム
等
の
検
討
を
行
う。

事
業

趣
旨

背
景 ・ 現
状

（
前
年
度
予
算
額
：
1
7
,8
6
6
千
円
）

2
9
年
度
概
算
要
求
額
：
4
0
,0
0
0
千
円

事
業
概
要

(1
)心
身
の
健
康
の
保
持
増
進
の
た
め
の
運
動
・ス
ポ
ー
ツ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
仮
称
）
の
策
定

国
民
の
誰
も
が
生
涯
に
わ
た
りス
ポ
ー
ツに
親
しむ
こと
の
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、最
新
の
ス
ポ
ー
ツ
医
・科
学
等
の
知
見
に
基
づ
き
、

運
動
・ス
ポ
ー
ツに
関
す
る
ガ
イド
ライ
ン（
仮
称
）
を
策
定
。

生
涯
に
わ
た
り心
身
とも
に
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
営
む
こと
の
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、国
民
の
誰
も
が
、い
つ
で
も
、ど
こで
も
、い

つ
ま
で
も
、ス
ポ
ー
ツに
親
しむ
こと
が
で
き
る
環
境
を整
備
し、
ス
ポ
ー
ツへ
の
参
画
（
す
る
・観
る
・支
え
る
）
の
促
進
が
必
要
。

その
た
め
に
は
、ス
ポ
ー
ツの
意
義
や
価
値
、位
置
づ
け
な
どを
分
か
りや
す
く提
示
す
る
とと
も
に
、ス
ポ
ー
ツ未
実
施
者
へ
の
働
きか
け
や
ス
ポ
ー
ツ

の
継
続
的
実
施
の
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
整
理
す
る
こと
が
必
要
。

(2
)ス
ポ
ー
ツ
・レ
ク
リエ
ー
シ
ョン
活
動
を
通
じた
健
康
寿
命
延
伸
事
業

誰
で
も
簡
易
に
楽
しみ
な
が
ら取
り組
む
こと
が
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ・
レ
クリ
エ
ー
シ
ョン
活
動
等
を
活
用
す
る
こと
に
よ
り、
介
護
予
防
の
現
場
な
どで

高
齢
者
の
自
立
へ
の
動
機
付
け
を
高
め
る
こと
の
で
き
る
効
果
的
な
プ
ログ
ラム
等
を
ス
ポ
ー
ツ
医
・科
学
等
の
科
学
的
根
拠
な
どに
基
づ
き
検

討
。

【運
動
・ス
ポ
ー
ツ
ガ
イ
ドラ
イ
ン
（
仮
称
）
の
具
体
的
内
容
】

ライ
フス
テ
ー
ジ
に
応
じた
、①
運
動
・ス
ポ
ー
ツを
開
始
す
る
、②
継
続
に
つ
な
げ
る
た
め
の
方
策
。

「す
る
」「
観
る
」「
支
え
る
」各
視
点
か
ら、
ライ
フス
テ
ー
ジ
応
じた
効
果
的
な
アプ
ロー
チ
や
具
体
策
を提
示
。

心
身
の
健
康
の
保
持
増
進
に
資
す
る
ス
ポ
ー
ツ

機
会
の
確
保

地
域
ス
ポ
ー
ツの
推
進
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No 都道府県 市町村

1 岩手県 遠野市

2 山形 酒田市

3 福島県 伊達市

4 栃木県 大田原市

5 浦安市

6 栄町

7 東京都 清瀬市

8 横浜市

9 相模原市

10 伊勢原市

11 新潟市

12 小千谷市

13 見附市

14 三重県 伊勢市

15 大阪市

16 高石市

17 阪南市

18 西宮市

19 川西市

20 岡山県 岡山市

21 鹿児島県 指宿市

兵庫県

スポーツによる地域活性化推進事業

千葉県

神奈川県

新潟県

大阪府

平成28年度「スポーツを通じた健康長寿社会等の創生」交付先一覧
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